
札幌らしい特色ある学校教育 雪国札幌を考える【雪】 

札幌市立琴似中学校 【雪】キャラクター「ゆっぽろ」 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 古来より詠まれてきた「冬」や「雪」に 

関する和歌を通して雪に親しむ。  

               学級単位での団体戦を行うことで学級の 

雰囲気づくりにつなげる。 
               
 
               上の句かるたを使用して、百人一首の基本 

ルールに準じて団体戦を行う。学級を２チーム 

に分けトーナメント形式で対戦する。 
               
               
    【特別ルール】雪に親しむ行事であるため、「冬・雪」を詠んだ和歌の 

           札を取ったときはポイントを２倍にする。 

    ・田子の浦に うち出でてみれば 白妙の 富士の高嶺に 雪はふりつつ 

    ・朝ぼらけ 有明の月と見るまでに 吉野の里に 降れる白雪 

    ・君がため 春の野に出でて 若菜摘む 我が衣手に 雪は降りつつ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実施期間 

【２／２４～２／２５】 
ゆっぽろシート 

 事前の学習と練習の時間をしっかりと確保するために綿密な計画を立案する。 

 今年度は初めての試みであったので教師主体での活動だったが、来年度以降は少しずつ生徒主体での

活動となるようにしていきたい。 

 日本の伝統文化を深く理解するきっかけになった。また、「冬」や「雪」に関する和歌を学ぶこと

により、雪国札幌の良さを考え直す機会となった。 

 対戦形式で取り組むことで、礼儀作法や対戦相手への敬意や感謝の気持ちを育むことができた。 

「さっぽろっ子雪ウイーク」における取組 

ねらい 

取組内容 

成果 

次年度の取組に向けて 


